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発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

経営課長 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

給水管理課長 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

１．開会（事務局により進行） 

 

・開会挨拶（会長） 

・会議資料の確認 

・会議の流れの説明 

・出席状況の確認、会議の成立の報告 

 

 

２．議事の前の手続き（会長により進行） 

 

 ・傍聴希望者の確認（希望者０名） 

 

 

３．議事（会長により進行） 

 

議事（１）令和３年度所沢市上下水道局施策事業の評価について 

 

まず施策事業の概要について、水道事業から説明をお願いしたい。 

 

※資料２－１ 令和３年度所沢市上下水道局施策事業の概要について 

水道事業について説明。 

 

（以下、質疑応答） 

 

この冬の寒さで、石川県で水道管破裂による漏水や断水のニュースがあ

った。浅く埋設され、気温の影響を受けたのが原因との報道だったが、所

沢市ではどうなのか。 

 

道路に埋まっている配水管は、昔は１メートル２０センチ、現在は９０

センチほどで埋まっている。被害は無く、今後もまず凍結の恐れはない。

今回、凍結で破裂してしまった管もあったが、宅地内で建物の外に配管が

立ち上がっているものや外付けの給湯器など、外に設置されているものだ

った。 

 

私は専門ではないが、９０センチというと意外と浅い、という印象だっ

た。現状で問題なく安心したが、今後古い管を更新する際、現状より深く

埋設することは考えなくていいのか。 
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総務課主幹 
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総務課主幹 
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委員 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

以前は道路法により１メートル２０センチ以上で埋設しなければいけな

かったが、平成１１年にコストダウンなどの理由もあり、浅く埋設しても

良しとする国からの通達があった。 

 

これからどんな寒波がくるかわからない。断水すると生活に大変な被害

を及ぼすため、今後はより深い埋設も検討していただきたい。 

 

寒冷地でマイナス１０度、２０度まで下がってくると凍結してしまうケ

ースもあるかもしれないが、所沢の場合、例えば今回の寒波での最低気温

はマイナス６．１度だった。さらに気温が下がる可能性なども含め、引き

続き研究していく。 

 

被害があったのは日本海側の寒冷地であり、所沢市とは気候が違うが、

家庭用の水道管が凍結する温度がマイナス４度を下回ったときとなる。約

５年前の平成３０年度にも寒波により、所沢でも被害があったが、それ以

降は気温は落ち着いていた。今回外の管には被害があったものの、地面に

埋まっている水道管の凍結は起きておらず、安心していただきたい。 

 

承知した。地中は外気温と比べ、温暖差はいかがか。 

 

地中の方があたたかい。加えて、外の管で破裂被害があったのはポリエ

チレン管で管種としては弱いが、埋設管はダクタイル鋳鉄管。地中のもの

は凍結の心配は低いと考えている。 

 

みなさん気になるところだと思うので、今後検討してほしい。また、経

営状態のことだが、新聞などで、水道管の老朽化が進み更新していかなけ

ればならないが「お金がない」というのを見る。これに関して、当然、将

来的に料金値上げも考えていかなければいけないし、市民もそういった理

解でいなければいけないが、いま現在の経営状況は大丈夫という理解でよ

ろしいか。 

 

経営指標に関しては、比較対象（類似団体）に比べても優位にあるとい

うことを示している。 

 

承知した。料金値上げを検討し、市民への理解も深めつつ、それを踏ま

え色々な施策をあてていかなければならない。 

 

ガス、電気が一気に１．３倍ほど上がった中、水道だけ変わらずありが

たい。ガス、電気は突然上がったが、水道料金を上げるときは審議をする
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会長 

 

のか。 

 

現時点では料金改定のお願いはしていないが、経営計画ではさきほど話

にもあったとおり、老朽化する水道管の更新が令和２０年度に向けてピー

クを迎える。財政シミュレーションでは令和８年度には苦しくなる状況だ

が、さらに物価高騰が続く可能性なども踏まえながら、今後審議会にて議

論していただきたいと考えている。 

 

（質疑応答はここまで） 

 

続いて下水道事業の進捗状況について説明をお願いしたい。 

 

※資料２－１ 令和３年度所沢市上下水道局施策事業の概要について 

下水道事業について説明。 

 

（以下、質疑応答） 

 

（埼玉県荒川右岸下水道事務所の立場として）雨天時侵入水対策事業に

ついて補足する。これは流域全体、１３市町村が共同で広域下水道の計画

を作成したものである。実行性のあるものにするにはどこの市町村も欠け

てはならず、着実に進めたことを高く評価している。実行が伴うよう、着

実な実施を期待している。 

 

（質疑応答はここまで） 

 

資料２－２について説明をお願いしたい。 

 

※資料２－２ 令和３年度所沢市上下水道局施策事業の進捗状況に関する

評価について（案）を説明。 

 

（以下、質疑応答） 

 

評価（案）について、この内容で問題ない。付帯意見だが、口座振替促

進事業については、市民のニーズは増えているため、多様化にこたえてい

く内容となっている。また、料金体系についても適正な水道料金の設定が

必要であり、そこを踏まえて今後の値上げも検討することが、経営の健全

化につながる。 

 

そのほか意見が無ければ、資料２－２に示した評価書（案）をご承認い

ただいたということでよろしいか。 



 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

会長 

 

事務局、各課 
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（異議なし） 

 

議事（１）については承認された。評価書の受け渡し手続きについて、

事務局は準備を進めていただきたい。 

 

－１０分間の休憩－ 

 

・評価申書受け渡しの準備 

・評価書の受け渡し（北野会長から磯上下水道局長へ） 

・評価書の写しを委員へ配布 

 

議事（１）の審議はこれで終了とする。 

 

 

議事（２）その他について 

 

議事（２）の１つ目について、事務局から説明をお願いしたい。 

 

※（ご報告）令和４年度に実施した上下水道局の広報活動について 

それぞれの事業内容を、写真や動画などの映像資料と併せて説明。 

 

 ・第１０回マンホールサミット in所沢（経営課） 

 ・所沢市「下水道の日」ポスター作品コンクール（経営課） 

 ・出前教室（総務課） 

 ・水道通水８５周年記念 親子で浄水場見学会（給水管理課） 

 

全委員から一言、感想をお願いしたい。 

 

貴重な資料だった。マンホールサミットには母が行き、撮った写真が無

かったのだが、いまの動画で楽しそうだと思った。出前教室は現場の様子

がわかり、わかりやすい授業だし、子どもが楽しそうに体験している姿が

見ることができ良かった。 

 

活動の状況がよくわかり良い映像だった。せっかくの活動、もっと発表

できる場があると理解も高まるのでは。浄水場見学はなかなか機会がなく

参加者も限定されるため、可能であれば施設案内を映像にして何かの機会

に流せると、参加できなかった人も理解でき良いと思う。出前教室もそう

だが、今後人口減少の時代になってくるので、ぜひこういった事業でより

理解を深める工夫をしていただきたい。 
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出前教室は、普段の授業以外のことを学べるので興味を持ち、吸収もい

いのでは。マンホールサミットのように、市民全体が興味を持ってもらえ

るようなＰＲ、広告をするといいのでは。 

 

色々なイベントを企画している。それらを通じて上下水道局を身近な存

在に感じてもらえる良い企画である。マンホールサミットには行けなく残

念だったが、たくさんの人が来て良いイベントだと思った。 

 

局の広報活動として素晴らしい内容。マンホールサミットに参加した人

からは盛大だったと聞いていたが、自分からも周りに、上下水道局はがん

ばっているんだということを申し送りしたい。ポスター作品コンクールは

最終的にマンホールになり公共の場所で披露され、選ばれた小学生は誇ら

しく思っているのでは。一生懸命描いたのが目につくところにあれば、ま

た応募することにもつながる。出前教室はとても良い雰囲気で、対象者は

水道に興味を持つ良い年代。家に帰って水の大切さを大人に話すことで、

復習でき、頭の片隅にでも考えながら成長することは、徴収率の向上にも

つながる。西部浄水場の見学会は、定期的な開催は難しいかもしれないが、

局の皆さんが１年間休まず苦労している現場を実際に見ることは、子ども

にとっても親世代にとっても気づきがあるはず。これも、最終的に徴収率

につながるのでは。 

 

マンホールサミットには大勢の人が来た半面、準備に係わった人たちは

大変だったと思う。自分はとても楽しかった。浄水場見学は、教育の一環

で現場を直に見る有意義な時間を過ごせたのでは。埼玉県荒川右岸下水道

事務所においても学校関係の下水処理見学を受け入れているので、ぜひ来

てほしい。 

 

色々やっているのがわかった。出前教室での実験は、授業に飽きること

なく自然に理解でき素晴らしい。ポスター作品コンクールは６００人以上

参加したという点で、身近に考える機会に一番なるのはこの事業ではない

か。市では他に、例えば防犯のポスターで中学生が表彰・展示される事業

などがあるが、力を入れていると感じるし、たくさん応募が出るような仕

組みを続けてほしい。 

 

出前教室は十分企画され成功である。参加児童も多く教育委員会と上下

水道局の部局を超えた連携であり、今後とも良い関係を持っていただきた

い。実験が主体で子どもが関心を持ってくれている。地下水の汲み上げは

なぜ地下３００メートルなのか「なぜ」付け加えてあげると納得し、理解

が深まるのでは。 
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（感想はここまで） 

 

議事（２）の２つ目について、事務局から説明をお願いしたい。 

 

※（情報提供）環境調査研修所における除去土壌の再生利用実証事業につ

いて、国からの情報を共有。 

 

（以下、質疑応答） 

 

弥生町の町会で、事業に対しての決議をとったというようなことをイン

ターネットニュースで読んだような記憶があるが、そういった地元の理解

と事業の進捗の関係は。こちらが主ではないのでわからないとは思うが、

基本的には地元の理解がもらえれば進むという認識で良いのか。安全性の

部分の不安もあるかと思うが、恐らく住民にしてみれば風評被害や、財産

の地価が下がるというようなことが心配、のように書いてあったように思

えるが、きちんと理解を得たうえで進むのか。 

 

新聞記事で読んだものになるが、弥生町は投票者の８５％以上による反

対決議をしている。市長は、地元はもちろん市民全体の合意が必要と考え

ており、市は国へ、丁寧な説明をお願いしますと申し上げているところな

ので、国も強引に進めるといったことはないのではないか。地元が反対し

ているのでかなり時間がかかると思っている。局は、所管の環境クリーン

部や市の方針を見守りながら、もし実施されるとすれば下水道施設の方で

受け入れることになるので、その際は安全性を確認し、安全なものだけを

受け入れる形で進めていく。いずれにせよ、得ている情報や状況をみると

かなり難しい事業という印象。 

 

さきほど弥生町のネット記事を確認したが、１２月１６日に一部の住民

が集まり、３時間中２時間が質疑応答だったということと、同意できない

方が多い中、国からは「丁寧な説明の中で理解を得てやっていく」という

回答があったと、記事に書いてあった。安全なものは下水道に、そうでな

いものは別処理とのことだが、どんな処理なのか。 

 

処理方法は協議中であり、まだ国の考えではあるが、浸透水を貯留槽に

集め、放射線物質の付着した土砂を沈殿させて、回収・保管し、影響のな

い上水（うわみず）だけを流すというもの。このあたりは定まっておらず、

協議中である。 

 

資料ではどんな土壌か、下水道の適用基準はどんな数値を採用するのか
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副会長 

 

などまだ不明な点も多い。事業の是非は住民が決めることであり、この審

議会としては、安全安心な下水道運営にあたり、何かあれば意見を言うべ

きと考えている。引き続き、情報が入ったら審議会に随時報告をいただき

ながら、必要に応じて審議していきたい。 

 

（質疑応答はここまで） 

 

その他、事務局から何かあるか。 

 

※資料２－３「令和５年度所沢市上下水道事業運営審議会開催（案）」に

ついて、下記のとおり説明。 

 

・次回の開催は令和５年５月下旬頃の予定とし、日程は改めて調整 

・委員委嘱の任期は７月末までとなるため、それ以降の日程は参考 

 

（以上について、質疑なし） 

 

本日の議事は全て終了したので、進行を事務局にお返しする。 

 

 

４．閉会（事務局により進行） 

 

閉会挨拶 

 

 


